
最
近
、
何
か
物
を
調
べ
よ
う
と
す
る
と

き
に
、
辞
書
や
本
、
雑
誌
を
開
か
ず
に
、

最
初
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
機
能
を
使

う
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。
確
か
に
情
報

も
多
く
、
調
べ
る
時
間
も
短
縮
さ
れ
、
関

連
す
る
情
報
も
調
べ
や
す
い
か
ら
、
ほ
と

ん
ど
用
が
足
り
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
検

索
を
続
け
て
い
く
と
、
一
つ
の
疑
問
に
突

き
当
た
る
。
も
し
仮
に
目
的
の
キ
ー
ワ
ー

ド（
例
え
ば
中
央
大
学
）で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
検
索
を
行
っ
た
と
し
て
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド

中
央
大
学

に
該
当
す
る
情
報

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
と
し
た
ら
、自
分
の
意
識
の
中
か
ら
中

央
大
学

の
存
在
す
ら
消
え
て
し
ま
う
人

が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
非
常
に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

時
代
の
変
革
期
に
起
こ
る
、
大
き
な

落

と
し
穴

な
の
で
あ
る
。
物
を
調
べ
よ
う

と
す
る
人
は
、
こ
の

落
と
し
穴

に
落

ち
な
い
よ
う
に
、そ
し
て
自
ら
大
き
な
落

と
し
穴

を
堀
ら
な
い
た
め
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
以
外
に
も
情
報
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
意
識
し
て
欲
し
い
し
、
情
報
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
常
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
情
報
提
供
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
も

の
で
あ
る
。
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広
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心 配

子供のころ、歯医者に行くのは私にはとても
恐いことだった。毎年 月半ばになると、我々
兄弟は、母親につれられて歯の治療に行った。
歯の治療では嫌な経験があり、私は口にこそし
なかったが、 月の終わりか、 月初めになる
と、だんだんそのことを心配するようになった。
もちろん、四六時中というわけではないが、授
業中でも、家でテレビを見ているときでも、よ
くドリルを手にした歯医者さんを想像し、その
恐ろしい音までも聞こえてくるようだった。
もちろん、大きくなると、そういう心配こそ
しなくなったが、振り返ってみると、実際の歯
の治療よりも、その毎日の心配のほうが私には
毒であり、その心配もまったく無意味だったこ
とがわかる。確かに、心配とはそんなものだが、
それでもなお、皆、ある程度は心配するものだ。
教員として、私はよく学生の心配事を耳にす
る。例えば、学期の初め、 先生、私はこの授
業を受けたいが、ついていけないんじゃないか

などと言われる。それに対して何と言うべきか
わからないが、普通は励まして、 大丈夫でし
ょう。心配しないで、頑張ればできるでしょう
などと答える。こんなありきたりのアドバイス
では役に立たないだろうが、心配していてもま
た、役には立たないので、せめて少しでも相手
の心配を減らせればと思うのだ。
しかし、試験については、何と言えばいいだ

ろう。学生はよく試験について心配し、場合に
よっては、睡眠不足になったり、病気にだって
なるかも知れない。学生時代に、物理学の教員
が言った。 試験の数時間前に、リラックスし
てビールを一杯飲めばいい と。まあ、私は試
験前のビールを勧めはしないが、心配なら運動
でもすればいいんじゃないか。また、音楽が好
きなら を聞けばいい。どちらも心配してば
かりよりはいいと思うが、代わりに勉強でもい
いんじゃないか。そうだ。試験の前に心配する
エネルギーがあるなら、勉強だってできるだろ
う。

広報委員 ゲイリー・ ・キャンター

（経済学部助教授）


